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未来を育てる
庭野日鑛

立正佼成会会長
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自分が幸せになるには
人の幸せを祈り、人のために尽くすこと

ブラジル教会　郡司・三角・エリカ

立正佼成会には、いつごろ、どのようなきっか
けで入会されたのですか？
30 年ぐらい前、父に連れられて、立正佼成
会のブラジル教会に行ったことが入会のきっか
けです。その頃、ブラジル教会では社会活動の
一環として、道場を開放して子どもたちの喘息
治療を行なっていました。サンパウロには大気
汚染の影響で喘息で苦しんでいる子どもが非常
に多く、0歳～ 13 歳の子どもたちを対象にし
て頸椎のマッサージ治療を行なっているんで

す。整体師の父は佼成会の会員ではなかったの
ですが、同じ整体師グループの先生たちと一緒
に道場で整体治療のボランティアをしていたの
です。
その頃、私は心の支えになる宗教を求めてい
て、立正佼成会とご縁を結び、法華経の教えに
出遇えたのは本当に仏さまのお導きだと思って
います。もちろん最初のうちは知っている人が
いませんでしたので、私は教会に行くのがとて
も不安でした。でも、現在の佐々木マリア浩身
教会長さんが、すでに青年部リーダーとして活
躍されていて、いつも明るい笑顔で私を温か
く迎えてくださったのです。そのお陰で、私は
少しずつ青年部活動に参加するようになりまし
た。年齢が私と近いということもありましたが、
当時の私にとって佐々木教会長さんは青年部の
リーダーとして最も尊敬できる人であり、とて
も心強い存在でした。

青年期に宗教を求めていたのには何か理由が
あったのですか？
私には１歳下の妹がいたんですが８歳の時、
交通事故で亡くなってしまったのです。愛する
妹を失った私は、その大きな精神的ショックと
悲しみを青年期になってもずっとトラウマと
して抱えていて、本当につらい毎日を送ってい
ました。子どもの頃、よく妹と一緒に楽しく遊
んだことをふと思い出すと、悲しい気持ちにな
り、自然に涙が出てしまうこともしばしばでし

昨年の 12 月 8日、ブラジル教会の成道会式典で説法を
する郡司さん
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た。ですから、心の拠り所となる立正佼成会の
信仰に出遇い、先祖供養の尊さや大切さを学び、
朝夕、ご宝前に向かってご供養をさせていただ
けることがとても有り難かったですね。当初、
私は『経典』に書かれていることの意味がわか
りませんでしたけれども、幹部さんから法華経
の功徳が三角家のご先祖さまや祖父母、そして
事故死した妹に回向されることを教えていただ
き、一生懸命にお経を上げました。そして、毎
日ご供養を続けていくうちにいつしか私の心は
安らぎ、悲しみも癒され、長年にわたって苦し
められていたトラウマを克服することができた
のです。

昨年 10 月に教師資格を授与されましたが、現
在の心境を聞かせてください。
今までは、ともすれば自分の悩みを解決する
ために仏教や法華経を勉強してきたように思い
ます。しかし、教師資格を拝受させていただい
たことで、これからは自分の人格の向上を目指
すと同時に、もう一歩進めて人さまの幸せを
願って、この尊い仏さまの教えを伝え、教えか
ら得られた幸せを多くの人に味わっていただき
たいと思うようになりました。この気持ちを単
なる言葉ではなく、今後の行動や後ろ姿で示し
ていくことを、大聖堂で教師資格を感謝の気持
ちで拝受した時、私はご本仏さまに誓願させて
いただきました。

法華経の中で心に刻んでいる教えはあります
か？
法華経の勉強をさせていただいて、特に薬草
諭品の「三草二木の譬え」が印象深く心に残っ

ています。この世界には大小さまざまな草や木
があって不平等のように見えますが、すべての
草木が雨を受け、成長しているという点におい
ては平等という内容が説かれています。そして
形や性質、大小など表面上の違いはあっても、
本来そこには優劣はなく、すべてが尊い存在で
あることを教えてくれています。私たちの身近
にもいろいろと違う個性を持っている人たちが
いますが、一人ひとりはかけがえのない素晴ら
しい仏性を持っていて、みんな尊い存在である
ことを教えてくれている譬えに感動しました。

立正佼成会の教えの中で大切にしている教えは
ありますか？
立正佼成会では日ごろ、「自分が変われば相
手が変わる」と教えてくださっています。世間
一般では自分が変わることよりも相手を変えよ
うとしますが、現実には人を変えることはでき
ません。私自身も以前、義姉との軋轢があって
悩んだ経験があり、最初は何とかして義姉のこ
とを変えようとしていました。ところが、その
後、佼成会で「まず自分が変わる」ということ

昨年の 3月 10日、教団創立 86周年記念式典で通訳のお
役を務める郡司さん（左）
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を教えていただき、実践したことで義姉との関
係が改善して今ではとても仲良しになり、この
教えに本当に感謝しています。

立正佼成会のどういうところに魅力を感じてい
ますか？
いちばんの魅力は「まず人さま」の心で菩薩
行を実践していることです。今まで法華経の教
えを学び、自分が本当に幸せになるためには人
の幸せを祈り、人のために尽くすことが大切と
教えていただきました。それは言い換えれば、
教えによって自らが菩薩となって精進すること
だと思います。人さまの幸せを願って菩薩行を
実践することで自らが成長し、自らが成長する
ことでさらに人さまのために菩薩行を実践でき
る自分にならせていただく。「まず人さま」の
心を、私はそのように受け止めています。

最後に今、願っていること、これからの修行目
標を聞かせてください。
今年はブラジル教会の皆さんが待望していた
ポルトガル語版の『法華三部経』が、いよいよ
出版される予定です。その意義ある年にあたり、
まだまだ非力な私ですがサンガの皆さんと力を
合わせて、佐々木教会長さんを少しでも支えら
れる自分になれるよう精進していきたいと思っ
ています。現在、私はサンパウロ支部で主任の
お役をいただいており、これからも地区の会員
さんたちと心をひとつにして、さらに布教活動
に取り組んでいくつもりです。また、教会の式
典や行事などの時、開祖さま、会長先生のお言
葉をポルトガル語に通訳するお役をとおして、
一人でも多くのブラジルの人々に法華経の教え
を伝えられるよう力を尽くしていきたいと心か
ら願っています。

ご主人と二人の娘さん、そして愛犬と
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教団の行事

開祖さま生誕会

11月15日は開祖さま生誕会が行なわれる日です。
開祖さまは 1906 年（明治 39 年）11 月 15 日、

新潟県十日町市菅沼で生まれました。東京に出て
から法華経に出遇い、法華経をもとに人びとを救
い、世の中を立て直すために、立正佼成会を創立
しました。

私たちは開祖さまのおかげで法華経と出遇い、
幸せな道を歩むことができるのです。
生誕会は、開祖さまのみ心をかみしめ、報恩感

謝を新たにする日です。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
仏教には「和顔愛語」という言葉がある。なご
やかな顔と愛情のこもった言葉を交わすことを
意味している。明るい笑顔とあたたかい言葉で
人や社会を明るくした開祖さまは、まさに和顔
愛語の人だった。
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布薩の日・ご命日

布薩の日とは、半月に一度（毎月 1日と 15日）、
日ごろの修行をふり返り、喜びや反省を仲間ととも
に話し合う日です。そして、教えを広める決意を新
たにする日でもあります。
ご命日は、仏さまの教えをいただいたことに感謝

し、人びとにも伝え広めていくという誓いを新たに
する日です。立正佼成会のご命日には次の日があり
ます。
1日　朔日参り（布薩の日）＝会長先生の法話を

かみしめ、その月の信仰生活の指針とする
とともに、一ヵ月の誓願を立てる。

4日　開祖さまご命日＝開祖さまをおしたいし、
「追慕・讃歎・報恩感謝・継承・誓願」の
精神を新たにする。

10日　脇祖さまご命日＝脇祖さまが示された慈悲
の精神を手本として生きることを誓う。

15日　釈迦牟尼仏ご命日（布薩の日）＝私たちに
救いの道を示してくださったお釈迦さまへ
の報恩感謝の心をささげる日。また、「朔
日参り」で立てた誓願をふり返り、半月間
の修行を反省するとともに、次の半月の実
践への決意を新たにする。

※私的使用を除き、無断で複製・転載をしないでください。

豆知識
「命日」とは人が亡くなった日のこと。ご命日に
は、その人の好きだったものを仏前にお供えす
るなど、心からの供養をする。立正佼成会では、
ご本尊勧請の日などの仏縁をいただいた日もご
命日という。
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法華経の信者は多宝如来

ですから、信仰することで得られた功徳をまわりの人に話すことのできる人は、と

りもなおさず「多宝如来」にほかなりません。

日蓮聖人が佐渡に流罪になったとき、その地の念仏者・阿仏房は、ご聖人のことを

阿弥陀如来の怨敵であるとして、斬り殺そうと思っていました。ところが、ご聖人の

人格と識見に敬服して、夫婦ともども弟子になったのでした。

その阿仏房が、「多宝如来涌現の宝塔はどんなことを意味しているのでしょうか」と

手紙で質問したのに対して、日蓮聖人はこう答えておられます。

「末法に入って法華経を持つ男女のすがたより外には宝塔なきなり。( 中略 ) 南無妙

法蓮華経と唱うる者は、我が身宝塔にして我が身又多宝如来なり。妙法蓮華経より外

に宝塔なきなり。( 中略 ) 然れば阿仏房さながら宝塔、宝塔さながら阿仏房、此れより

外の才覚無益なり」(「阿仏房御書」)

この「此れより外の才覚無益なり」という一句、まことに信仰の究極を突いた重み

世界を大きなサンガとしよう
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のある言葉です。才覚 ( 世間的な才知や学問 ) などは無用である。素直な、真心からの

信仰こそが大事なのだ、というのです。

立正佼成会のみなさんは、法華経にご縁をいただいた人であり、朝夕に「南無妙法

蓮華経」を唱えている人ですから、みんな「多宝如来」なのです。お釈迦さまと半座

を分かって並んで座れるほどの人なのです。そうした自覚をもっていただきたい。そ

れは増上慢ではありません。当然の自負なのです。

「長者窮子のたとえ」で、窮子が究極の救いに達するのに二十年もかかったのは、

そうした自覚・自負がなかったからです。長者 ( 仏さま ) のほうでは、わざわざ汚れた

身なりをして窮子に近づいていきます。そして「これからは親子のようにしよう」と

までいってくれるのです。それなのに窮子は、やはり自分を「愚かな人間」と思いこ

んでいたのです。

みなさんも、これまでは自分を「窮子」と思いこんでおられたかもしれません。け

れども、法華経を知ったからには、もはや「窮子」ではありません。仏さまの実子で

あり、後継ぎなのです。その真実をもう一度かみしめ直してみてください。まことに、

これよりほかの才覚は無益なのです。

庭野日敬平成法話集 1『菩提の萌を発さしむ』 P.67-68
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We welcome comments on our newsletter Living the Lotus: living.the.lotus.rk-international@kosei-kai.or.jp
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